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2015 2016 2017 2018 2019 2020

12   3         10 12    4         6 7                   12                   12  

イイベベンントト		

接接近近  再再突突入入  

地球スイングバイ 

南半球局運用期間 
(CAN/MLG) 

10月 5月 

3月 6月 

(12月3日) 

3月 5月 11月 4月 1月 6月 イオンエンジン運用 
※ 

Ryugu 到着 
(6月27日) 

Ryugu 出発 
(11～12月) 

カプセル再突入 
(2020年末ごろ) 

小小惑惑星星遷遷移移運運用用  小小惑惑星星近近接接運運用用  帰帰還還運運用用  ｽｽｲｲﾝﾝｸｸﾞ゙ﾊﾊﾞ゙
ｲｲ  

打上げ 
(12月3日) 

EEDDVVEEGGAA  初初期期運運用用  

光学航法 
5月 6月 12月 11月 

合期間 
（太陽による隠蔽） 

TBD TBD TBD TBD 

ESA局（MLG/
WLH）試験運用 
(5月21日,22日) 
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ONC-T  ONC-W1  ONC-W2  
検検出出器器  二次元 Si-CCD  (1024 x 1024 ピクセル)	

視視野野方方向向  直下 (望遠) 直下 (広角) 側方 (広角) 
視視野野角角  6.35° × 6.35°� 65.24°× 65.24°�
焦焦点点距距離離  100m～∞ 1m～∞ 
空空間間 
分分解解能能  

1m/pix   @高度10km 
1cm/pix @高度100m 

   10m/pix  @高度10km 
1mm/pix @高度1m 

観観測測波波長長   390, 480, 550, 700, 
860, 950, 589.5nm,  お
よび Wide �

485nm～655nm 
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Rover-1A	

Rover-1B	


MINERVA-II-2	

MINERVA-II-1	
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MASCOT

 

 
 
 

機器名 機能 

広角カメラ (CAM) 複数波長での画像の撮影 

分光顕微鏡 (MicrOmega) 鉱物組成・特性の調査 

熱放射計 (MARA) 表面温度の測定 

磁力計 (MAG) 磁場の測定 
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W=17 kg
Dia=400 mm
H=200 mm

W=17 kg
Dia=400 mm
H=200 mm

FWD-TPS (Carbon Phenolic)

AFT-TPS (Parachute Cover)
(Carbon Phenolic)

Insulator
Parachute

Electronics

Sample Container

W: 約16.5kg
Dia : 400mm
H = 200mm
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日付 実実施施項項目目一一覧覧表表 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

バンド中利得アンテナビームパターン測定、実通データ取得、 帯通信機器の機能確認 
電源系（バッテリ）機能確認 
近赤外分光計（ ）点検 
中間赤外カメラ（ ） 分離カメラ（ ） 光学航法カメラ（ ）点検 
姿勢軌道制御系（各機器）機能確認 
小型ローバ（ 小型着陸機（ 点検 
再突入カプセル 衝突装置（ ）点検 
バンド高利得アンテナ（ ） 点法ポインティング試験、イオンエンジン稼働前処置 

イオンエンジン　ベーキング 
イオンエンジン試運転（点火）　 台ずつ実施
　 日 イオンエンジン 、 日 同 、 日 同 、 日 同
精密軌道決定、 実施 

　 

　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 

　 　* 、 は運用休み 
帯通信機器・実通データ取得、アンテナパターン測定 
帯　 各局による 、レンジング試験 

イオンエンジン稼働前処置 
イオンエンジン 台組合せ試運転 日 ＋ 日 ＋ 日 ＋ 日 ＋
イオンエンジン 台組合せ運転　 ＋ ＋
イオンエンジン 台組合せ・ 時間連続自律運転 ＋
レーザ高度計（ ）、レーザレンジファインダ（ ）、フラッシュランプ（ ）　
機能確認 

 巡航フェーズ（定常運用）移行に向けた複数機器の連係動作等の機能確認 

　 　太陽光圧影響評価、太陽追尾運動挙動データ取得、太陽光圧及び姿勢軌道制御系機器
（リアクションホイール他）、イオンエンジンなどの連係動作機能確認









往往路路ににおおけけるるイイオオンンエエンンジジンン運運転転ののままととめめ  

太太陽陽  

打打上上げげ  
((22001144//1122//33))  

地地球球ススイインンググババイイ  
((22001155//1122//33))  

RRyyuugguu到到着着  
((22001188年年66月月2277日日))  

RRyyuugguu  のの軌軌道道  
ははややぶぶささ２２のの軌軌道道  

地地球球のの軌軌道道  

第第11期期ｲｲｵｵﾝﾝｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝ運運転転  
（（22001166//33//2222～～55//2211・・追追加加噴噴射射含含むむ））  

第第22期期ｲｲｵｵﾝﾝｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝ運運転転  
（（22001166//1111//2222～～
22001177//44//2266））  

第第33期期ｲｲｵｵﾝﾝｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝ運運転転  
（（22001188//11//1100～～22001188//66//33））  

■スイングバイ以前 
期間 名称 台数 増速 

m/s 
運転
時間 

初期機能確認 IES動作試験 - − − 
2015/3/3-21 IES動力航行1 2 44 409 h 
2015/5/12-13 IES最大推力試験 3 4 24 
2015/6/2-6 IES動力航行2 2 11 102 
2015/9/1-2 IES動力航行3 2 1.3 12 

■スイングバイ以降 
期間 名称 台数 増速 

m/s 
運転時間 

2016/3/22～2016/5/21 第1期イオンエンジン運転 3（一部2台） 127 798 h 

2016/11/22～2017/4/26 第2期イオンエンジン運転 3（一部2台） 435 2593 

2018/1/10～2018/6/3 第3期イオンエンジン運転 2→3 393 2475 

IES：イオンエンジンシステム	
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リュウグウ	
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太陽 
打上げ 
(2014年12月3日) 

地球スイングバイ 
(2015年12月3日) 

リュウグウ 到着 
(2018年6月27日) 

リュウグウの軌道 

「はやぶさ２」の軌道 

地球の軌道 
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地球スイングバイ	  
2015/12	


リュウグウの
軌道	


リュウグウ 到着
2018/6-‐7	


リュウグウ出発
2019/11-‐12	


地球再突入
2020/11-‐12	


EDVEGA	  
ループ	


地球からリュウグ
ウへの遷移軌道	


リュウグウ近傍 
運用軌道	


リュウグウから 
地球への復路軌

道	
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リュウグウ	


爆発 

衝突装置分離 

(a) 高速の破片 
(b) 高速の噴出物 
(c) 低速の噴出物 

(a)  

(b)  

(c)  
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The largest member of Erigone Family	


Belongs to another low-albedo family	


1999 JU3 
= Ryugu	




Tp=7.625 hr assumed
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(© Y.Tsudaetal. ActaAstronautica 91 (2013) 356–362) 	






（Bus & Binzel 2002に基づき臼井文彦氏による改変）  
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コンドライト 
Chondrites 

炭素質 
Carbonaceous 

CI 
 Ivuna 

CM 
Murchison 

CO 
 Ornans  

CV 
 Vigarano 

CK 
 Karoonda 

CR 
 Renazzo 

普通 
Ordinary 

H 
High metal Fe 

L 
Low metal Fe 

LL 
Very low m-Fe 

未分類 
Ungrouped Kakangari Rumuruti エンスタタイト 

Enstatite 

EL 
Low metal Fe 

EH 
High metal Fe 

石鉄隕石 
Stony-Iron Meteorites 

パラサイト 
Pallasites 

メソシデライト 
Mesosiderites 

エコンドライト 
Achondrites 

始原的 *1 
Primitive 

アカプルコアイ
ト 

Acapulcoites 

ロドラナイト 
Lodranites 

エンスタタイ
ト Enstatite 

HED *2 
ベスタ起源 

アングライト 
Angrites 

月隕石 
Lunar Met. 

ユレイライト 
Ureilites 

オーブライト 
Aubrites 

火星隕石 
Mars Met. 

*1  下2つの
     他にも種類
      が ある。	


CB 
Bencubbin 

CH 
High metal 

イトカワ粒子	

*2 Howardites, 	

     Eucrites,
     Diogenites 	


イタリック は
代表的隕石名	


メタコンドライト 
Metachondrites 

複合的な
コンドライト	


コンドリュール（球形粒子）
を含む始原的石質隕石	


コンドリュールを
含まない分化石質
隕石	


鉄-ニッケル合金とケイ酸塩鉱物
が、ほぼ同量共存する分化隕石	


鉄隕石 
Iron Meteorites 

微惑星の金属コア起源とされる	
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(by JPL) 	
 (by M. Busch) 	




(101955) Bennu 
1999 RQ36  

(341843) 
2008 EV5  

(65803) Didymos 
1996 GT  

サンプルリターン（不採択） 

 
  

  
  

  

(by M. Busch) 	
(by D. Lauretta) 	
 (by NASA) 	




リュウグウ	


2008 EV5	
 Bennu	



